
研修2年次生に関する調査  

（7）臨床研修修了後の研修一勤務先を決定した理由  

臨床研修修了後の勤務・研修先を決定した理由では、全体では、「専門医   

取得につながる」（39・1％）、「現在研修している」（32・5％）、「優れた指導  

者がいる」（32．3％）、「出身大学である」（30．2％）等が上位を占めた。  

臨床研修修了後の勤務先（または研修先）を決定した理由（複数回答）  
（∩＝3809）  
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研修2年次生に関する調査  

（8）専門医・認定医・博士号の取得希望について  

1）専門医・認定医／医学博士の資格取得希望（臨床研修病院／大学病院別）  

研修医が専門医、認定医の取得を希望している割合は、臨床研修病院では  

92．2％、大学病院では91．9％であった。  

また、研修医が博士号の取得を希望している割合は、臨床研修病院では  

30．9％、大学病院では40．7％であった。  
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研修2年次生に関する調査  

2）専門性の範囲（臨床研修病院／大学病院別）   

将来は臨床分野で仕事したいと回答した研修医において、「幅広い病気の治   

療にかかわりながらも特定の分野で専門性をもって診療したい」が40．3％、「特   

定の診療科対象患者を幅広く治療する医師として診療したい」が36．6％であっ   

た。   

‾lll、i  
将来は臨床分野で仕事したいと答えた方について、  
将来どのような専門性で勤務することを目指していますか  

臨床研修病院（∩＝1747）  

大学病院（n＝1572）  

合計（∩＝33了り  

098  10％   20％   30％   40％   50％   60％   70％   80％   90％  100％  

▼、‾▲‾ l  臼幅広い病気の治療にかかわる診療（例：総合診療医、救急）  

口幅広い病気の治療にかかわりながらも、特定の分野である程度の専門性をもって診療（例：内科開業医、一般外科）  

町特定の診療科の対象患者を幅広く治療する医師として診療（例：消化器科、脳神経外科、眼科）  

ロ特定の診療科で、さらに特定の分野の専門性をもって診療（例：肝腋専門）  

■無回答  

（9）大学の医局へ入る希望（臨床研修病院／大学病院別）  

将来は臨床分野で仕事したいと回答した研修医において、大学の医局へ入局  

希望があると回答した割合は、臨床研修病院にて31．6％、大学病院において  

49．9％であった。  
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研修2年次生に関する調査  

（10）臨床研修修了後に進む診療科を決めているかどうか  

臨床研修修了後に専門とする診療科を決めている者は3298人（86．6％）  

であった。  

（11）希望する診療科  

専門とする診療科が決まっていると答えた3298人のうち、最も多い科は  

内科で14．6％であった。また、小児科は7．5％、産婦人科は4．9％、麻酔科  

は5．8％であった。小児科、産婦人科、麻酔科た関しては、20代医療施設  

従事医師診療科別割合（平成14年）よりも高くなっている。  

診療科   人数  割合  

内科   480  14．6％  脳神経外科   57   1．7％   

外科   293  8．9％  心臓血管外科   46   1．4％   

小児科   247  7．5％  総合診療科   25   0．8％   

消化器科 217  6．6％  小児外科   16   0．5％   

整形外科   213  6．5％  呼吸器外科   15   0．5％   

循環器科   207  6．3％  リハビリテーション科   15   0．5％   

麻酔科   191  5．8％  病理   15   0，5％   

産婦人科   163  4．9％  基礎系   0．3％   

精神科   142  4．3％  リウマチ科   8   0．2％   

眼科   131  4．0％  心療内科   6   0．2％   

皮膚科   131  4．0％  美容外科   6   0．2％   

放射線科   100  3．0％  緩和ケア   5   0．2％   

呼吸器科   92  2．8％  医療行政職   5   0．2％   

泌尿器科   86  2．6％  アレルギー科   3   0．1％   

耳鼻咽喉科   84  2．5％  その他   67   2．0％   

形成外科  71  18   0．5％  

救命救急  70  3298  100．0％  

神経内科  62   
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研修2年次生に関する調査  

外科系（産婦人科含まない）  内科系  

内科   480  14．6％   

消化器科   217   6．6％   

循環器科   207   6．3％   

呼吸器科   92   2．8％   

神経内科   62   1．9％   

総合診療科   25   0．8％   

リウマチ科   8   0．2％   

心療内科   6   0．2％   

合計   1097  33．3％  

外科   293  8．9％   

整形外科   213  6．5％   

眼科   131  4．0％   

皮膚科   131  4．0％   

泌尿器科   86  2．6％   

耳鼻咽喉科   84  2．5％   

形成外科   71  2．2％   

脳神経外科   57  1．7％   

心臓血管外科   46  1，4％   

小児外科   16  0．5％   

呼吸器外科   15  0．5％   

美容外科   6  0．2％   

合計   1149  34．8％   

＜参考＞20代医療施設従事医師診療科別割合  

20代医療施設従事医師診療科別割合（平成14年）  
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厚生労働省大臣官房統計情報部 平成14年医師・歯科医師・薬剤師調査  

※平成16年度より開始した医師臨床研修制度の影響を除くため、平成14年調査結果を提示し  

た。  
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研修2年次生に関する調査  

（12）（診療科別）診療科を選んだ理由  

「学問的に興味がある」（63．0％）、次いで、「やりがいがある」（60．2％）   

が多く、精神科、放射線科、皮膚科、循環器科では「学問的に興味がある」   

が70％以上となっており、産婦人科、外科、小児科、循環器科では「やり  

がいがある」が70％以上となっていた。  

臨床研修修了後に専門とする診療科を選んだ理由（複数回答）  
（n＝3298）  
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研修2年次生に関する調査  

（13）（診療科別）研修後の診療科変更について  

臨床研修の前後で将来専門とする診療科を変えた研修医は、1156人   

（35．1％）であった。  

臨床研修前後における希望する診療科変更の有無n＝3298  

変わった   

35．1％  

（14）（診療科別）診療科を変更した理由  

診療科を変更した理由は「研修してみて興味がわいたから」（71．3％）が  

最も多く、「研修してみて大変だと思った」は17．6％であった。  
‖▼‾▼‾‾’▼‖   ！  

臨床研修の前後で専門とする診療科を変えた理由  
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研修2年次生に関する調査  

以前進もうと思っていた科を変えた理由（変更前の診療科別）  

鍋
 
肌
偶
〓
肌
鍋
 
肌
皿
〓
肌
 
鍋
 
肌
 
 

9
 
0
0
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
▲
l
 
 

D外科（n＝112）  

鰻小児科（n＝1∝））  

由産婦人科（n＝46）  

■整形外科（n＝43）  

ロ脳神経外科（n＝22）  

ロ眼科（∩＝26）  

■皮膚科（n＝35）  

臨
床
研
修
と
は
別
の
理
由
で
 
 

変
更
し
た
 
 

何
と
な
く
 
 

研
修
し
て
み
て
興
味
が
わ
い
 
 

た
 
 

研
修
し
て
み
て
興
味
が
そ
が
 
川
 
 

研
修
し
て
み
て
大
変
だ
と
 
 

思
っ
た
 
 

れ
た
 
 

以前進もうと思っていた科を変えた理由（変更後の診療科別）  

％
 
％
 
％
 
％
 
％
 
叱
付
 
％
 
％
 
％
 
％
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
〈
U
 
O
 
■
U
 
O
 
 

9
 
8
 
 
7
 
 
6
 
 
5
 
4
 
 
3
 
2
 
・
1
 
 
 

田内科（∩＝150）  

口外科（n＝89）  

ロ小児科（n＝45）  

国産婦人科（n＝64）  

■整形外科（n＝52）  

ロ脳神経外科（n＝12）  

田眼科（n＝38）  

■皮膚科（n＝56）  

臨
床
研
修
と
は
別
の
理
由
 
 

で
変
更
し
た
 
 

研
修
し
て
み
て
興
味
が
わ
 
 

い
 
 

何
と
な
く
 
 

研
修
し
て
み
て
興
味
が
そ
 
 

が
れ
た
 
 

研
修
し
て
み
て
大
変
だ
と
 
 

思
っ
た
 
 

26  



研修2年次生に関する調査  

（15）大切に思うことについて  

最も大切に思うことは「家族・家庭」が最も多く、48．9％であった。ついで「社会   

への貢献」がZ7．8％、「技術向上」が21．1％であった。  

「
L
【
．
，
】
l
L
 
 

大切に思うこと（複数回答）  

家族一家庭  

社会への貢献  

技術向上   

自分の自由な時間  

収入  

研究業績  

地位・名誉  

その他  

0  10  20   
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研修2年次生に関する調査  

（16）（診療科別）仕事と生活のバランスについて  

仕事と生活のバランスについては、「仕事に全力を傾ける」「どちらか  

というと仕事を大切にする」を選んだ者は26．6％、「仕事も生活も同じく  

らい大切にする」を選んだ者は52．1％、「どちらかというと自分の生活を  

大切にする」「自分の生活を大切にする」を選んだ者は20．3％であった。  

診療科別仕事と生活のバランス  

50％ ‾一21．6％… －一  
ー仙・一ち2．1％一一  M〟17．2％仙3．1％  

＊全数（n＝3298）＊   

心臓血管外科（n＝46）  

脳神経外科（n＝57）  

外科（n＝293）  

循環器科（n－207）  

呼吸器科（n＝92）  

泌尿器科（∩＝86）  

総合診療科（n＝25）  

救命救急（n＝70）  

消化器科（n＝217）  

整形外科（n＝213）  

小児科（n＝247）  

神経内科（n＝62）  

内科（n＝480）  

産婦人科（n＝163）  

麻酔科（n＝191）  

形成外科（n＝71）  

耳鼻咽喉科（n＝84）  

眼科（n＝131）  

精神科（n＝142）  

放射線科（n＝100）  

皮膚科（n＝131）  

匂仕事に全力封頃ける   

臼どちらかというと仕事   
を大切にする  

申仕事も生活も同じくら   
い大切にする  

ロどちらかというと自分   
の生活を大切にする  

山自分の生活を大切に   
する  

8不明  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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研修2年次生に関する調査  

（17）性別にみた専門とした診療科  

女性医師の割合が高いのは、産婦人科（68．1％）皮膚科（65．6％）、眼科   

（50．4％）等であり、女性医師の割合が低いのは、整形外科（8．0％）、泌  

尿器科（12．8％）、心臓血管外科（13．0％）等であった。  

性別にみた専門としたい診療科  

】   】   
0                    915  

＊全数（n＝3298）＊   

産婦人科（∩＝163）  

皮膚科（n＝131）  

眼科（∩＝131）  

麻酔科（n＝191）   

放射線科（n＝100）  

小児科（∩＝247）  

形成外科（n＝71）   

耳鼻咽喉科（∩＝84）  

内科（∩＝480）  

精神科（n＝142）  

神経内科（∩＝62）  

呼吸器科（n＝92）   

総合診療科（n＝25）   

消化器科（n＝217）  

救命救急（n＝70）   

循環器科（n＝207）  

外科（n＝293）   

脳神経外科（n＝57）  

L  

l心臓血管外科（n＝46）  

泌尿器科（∩＝86）   

整形外科（n＝213）  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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研修2年次生に関する調査  

（18）将来の開業希望   

将来、開業を希望する割合（「できるだけ早く」「引き継ぐ」「条件が整えば」  

の計）が多い科は総合診療科、眼科、皮膚科等であり、少ない科は心臓血管外  

科、脳神経外科等であった。  

診療科別にみた開業の希望  

1．1％7．8％   22．8％  286％   188％  
＊全数（n＝3298）＊  

総合診療科（n＝25）  

眼科（n＝131）  

皮膚科（n＝13り  

耳鼻咽喉科（n＝84）  

精神科（n＝142）  

消化器科（∩＝217）  

整形外科（n＝213）  

呼吸器科（n＝92）  

循環器科（n＝207）  

内科（n＝480）  

小児科（n＝247）  

泌尿器科（∩＝86）  

産婦人科（n＝163）  

形成外科（n＝71）  

神経内科（∩＝62）  

外科（n＝293）  

麻酔科（n＝191）  

救命救急（n＝70）  

放射線科（n＝100）  

脳神経外科（n＝57）   

心臓血管外科（n＝46）  

匂できるだけ早く  

ロ引き継ぐ  

中条件が整えば  

8希望しない  

■わからない  

田不明  

0，i lO，i 20％  30，も  40，i 50，i 60％  70，i 80，i 90％ 100，i  

※開業を希望する割合（「できるだけ早く」、「引き継ぐ」、「条件が整えば」   

の計）順  
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研修2年次生に関する調査  

（19）（診療科別）臨床研修修了後の進路  

大学病院で勤務・研修する割合が高い科は、形成外科、眼科、皮膚科等   

であり、市中病院で勤務一研修する割合が高い科は、総合診療科、外科、  

救命救急等であった。  

診療科別臨床研修修了後の進路  

＊全数（∩＝3298）＊  

形成外科（n＝71）  

眼科（n＝131）  

皮膚科（n＝131）   

泌尿器科（n＝131）   

耳鼻咽喉科（n＝84）   

放射線科（∩＝100）   

整形外科（n＝213）   

産婦人科（n＝163）  

精神科（∩＝142）  

麻酔科（n＝191）   

循環器科（∩＝207）  

呼吸器科（n＝92）  

田大学で勤務・研修  

田臨床系大学院  

□基礎・社会医学系大学院  

す市中病院で勤務・研修  

団基礎・社会医学系研究者  

日開業  

■医療行政  

8医療一研究以外  

□海外勤務・留学  

胃未定  

巳その他  

田不明  
l
 

」
 
 
 

∃ 

心臓血管外科（n＝46’  

消化器科（n＝217）  

内科（n＝480）   

脳神経外科（n＝57）  

神経内科（n＝62）  

小児科（n＝247）  

外科（n＝293）  

救命救急（∩＝70）   

総合診療科（n＝25）   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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研修1年次生に関する調査  

2．研修1年次生に関する調査   

（1）研修医のプログラムを管理している病院について   

1）研修医のプログラムを管理している病院の種類  

研修医のプログラムを管理している病院は、大学病院40．6％、臨床研  

修病院56．8％であった。  

㌢同大学病院（n＝－750）  

…：…‡≡≡三三三∴二  
田不明（n＝115）  

仁¶＿仁  

2）研修プログラムを管理している病院の規模  

研修プログラムを管理している病院の規模は、300床未満（6．6％）、300   

床以上500床未満（25．1％）、500床以上700床未満（27．7％）、700床以   

上900床未満（14．4％）、900床以上（22．1％）であった。   



研修1年次生に関する調査  

（2）臨床研修病院・大学病院別分析（研修体制・プログラムについての満足度）   

り研修体制について甲満足度  

病院の研修体制について満足している者の割合は、臨床研修病院にお  

いて61．9％、大学病院において45．8％であり、満足していない者の割合  

は臨床研修病院において23．6％、大学病院において35．1％であった。  

昨年度（1年次研修医）の満足度と比較すると、臨床研修病院よりも  

大学病院において、満足している者が増加している。  

＜参考＞平成16年度「臨床研修病院及び臨床研修医に対するアンケート」  

貴方カモ研修している病院の研修体希り等lこ満足していますカ、○  

臨上未研修病院  

大学病院  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

臼満足している  囚満足してしヽない  血わ力、らなしヽ  ロ無【司答  

喝   




